も、 エジプト、 アラビア、 印度 等に、 一 番 古く 発達し 

たのであった。 

私 は、 渡欧の 船中、 印度洋で 眺めた 南十字星の 美し 

さは、 いつまでも 忘れ 難い。 コバルト 色に 深く 澄み渡 

つた 南の 空に、 大粒の 宝玉の やうに 燥々 と 光り輝く 十 

字 星 は、 天空 一 ぱいに 散乱す る 群 星 を 圧して ゐた。 ス 

ェズで 一たん 船 を 降りて、 夜中 自動車で H ジ ブトの 首 

都 カイロに 向った 時、 荒漠 たる ァラ ビヤ 砂漠の 中で 眺 

めた 星 も 亦 美しかった。 印度洋 上と 云 ひ、 ァラ ビヤ 砂 

漠の 中と 云 ひ、 私 は 星 を 仰ぎ見る 度に 古代の 人の 心に 

立ち 帰って 見る のであった。 今日の やうに、 機 喊の発 



達しない 太古の 人達 は 印度洋 ゃァラ ビヤ 砂漠 を 往来す 

るのに 星 を 唯一 の 羅針と した。 昔 も 今 も変リ なく 燦然 

と 輝く あの 南十字星が そんな 役割 を 勤めた かと 思 ふと、 

ただ 単に 美しい と 鑑賞す る だけで は 済まない やうに さ 

へ 思 ふ。 

ヱ ヂプト では、 紀元前 四千 二百 四十 一年に 既に 暦が 

存在した とい ふ。 そして 当時の 埃 及 人が 一年 を 三百 六 

十五 日に 分けて ゐ たこと も 亦、 一 つの 驚異に 値する こ 

とで ある。 かう した 事実 は、 古代 埃 及 人の 天体の 運行 

に関する 智識から 生れた ものであって、 テ— ベ (ナイ 

ル 河の 上流の 古都) にある 紀元前 千 三百 年頃の H ジプ 



ト王セ ティ 一 世の 墳墓の 天井に は 星座の 図が 描いて あ 

るの を 見ても 判る。 更に、 セ ティー 世より 五十 年 許り 

後の ラムセス 二世の 墓に も 星 を 描いた 壁画が ある。 こ 

の 一 一 つの 絵 を 見る と 星 は 人間 や 鳥獣 を 以て 象徴され て 

居て、 それらの 鳥獣 も 頸から 下 は 人間の 体 をして ゐる _ 

そして 一 番 偉い 星 は 天狼星で、 これ は 完全な 人間の 姿 

を もって 現 はされ、 王冠 を 戴き 笏を 手に して ゐる。 面 

白い ことに は 群 星 は 素足で ゐ るが、 主立った 星 は 古代 

埃 及 独特の 独 木 舟に 乗って ゐる。 

古代 埃 及 人 は、 地球の 裏に は 魔 者の 住んで ゐる 暗黒 

の 大海が あって、 太陽 は 東から 西へ と 一 日の 行程が 終 



鏡、 軽気球、 竜骨 等 機械が 多 いのは、 文明の 変遷が 人 

間の 空想の 範囲にまで 侵入して ゐて 面白い。 

私 は、 H ジ ブトに 旅 をした 時、 一 夜、 首都 カイロ か 

ら 自動車で ギゼ ー の ピラミッド を 訪れた。 それ は 恰度 

日本の 秋 を 思 はせ る やうな 涼しい 星月夜であった。 駱 

駝に 乗って ピラミッドの 周辺 を 逍遥しての 帰る さ 立 寄 

つた ホテルの 露台の 籐椅子に もたれて 私 は 埃 及の 空に 

輝く 星々 を 心 ゆく まで 眺める ことが 出来た。 日本な ど 

では 到底 肉眼で は 見る ことの 出来ない 星が 小さい なが 

らも はっきり 輝いて ゐる。 黒々 と屹 立す る ピラミッド 

の 頂点 辺りに 一 際 大きく 光って ゐ たの は 古代 埃 及 人が 



一 番 尊敬した 天狼星で も あらう か。 H ジプト では 四 年 

に 一度 天狼星が 日の出と 同時に 現 はれる ので、 かう し 

た 天文 現象の 文献が 古代 埃 及の 年代 を 計算す る 一 助と 

な つて ゐる とい ふこと である。 

私 は 埃 及の 星空 を 眺め 乍ら、 私の 知って ゐる 限りの 

星座の 名 を 想 ひ 出して、 それ を 探し 求めた。 しかし、 

星座 図が 手元に なかった ので はっきり 見極めが つかな 

かった が、 どうやら それらし いもの を いくつか 発見す 

る こと は 出来た。 だが それよりも 私 は 自分で 星と 星と 

の 間に 勝手な 線 を 描いて、 自分の 好む ままの 空想 図 を 

組み立てて 見る ことの 方が 一層 楽しかった。 東京の 留 



守 宅の 半面 図 を 描く こと も、 日本から H ジ ブトまで 来 

た 私の 足跡 を 地図に 描く こと も 出来た。 

星 を 眺めて ゐ ると、 星と 語った 古代人の 稚 純な 気持 

ちが、 自分に も 見出される やうな 気がする。 

秋の 晴れた 夜、 私 は 星と 語りに よく 家の 屋上に 昇つ 

て 行く。 北の 空に は 柄杓の かたち をした 北斗七星 がそ 

の 柄杓の 柄 を 東に 向けて 横た はって ゐる。 それと 少し 

離れて 北極星が 一際 鮮やかに 輝いて ゐる。 他の 星が 悉 

く 夜毎に 少 しづ つ 位置 を 変へ て 行く のに 北極星 だけ は 

いつも 同じ 位置に ゐる。 地軸の 北端の 真上に ある 北極 

星 は 小 熊 星座の 主 星で ある。 この 星座の 形が 小 熊を聯 
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